
日タイ高校生サイエンスフェア（TJ-SSF2023） 

【研究プロジェクトチーム】 募 集 要 項 

 

大学等との交流促進部会 

（概要） 

日タイ高校生 ICT フェアは、タイ王国プリンセスチュラポーン・サイエンスハイスクー

ル（PCSHS）の国際交流を目的として、タイ教育省基礎教育委員会（OBEC）が 2016 年

から日本のスーパーサイエンスハイスクール（SSH）及び高専を招聘して実施しているも

ので、今回（TJ-SSF2023）が 4 回目の開催となります。TJ-SSF 2023 では、PCSHS 全 12 校

をはじめ日本の多くの SSH や高専が参加して、物理、化学、生物学、数学及びコンピューター

サイエンスの分野における研究活動成果の発表が計画されています。現在、PCSHS の生徒を

高専の 1 年次から受け入れるプログラムも進んでおり、同校との関係強化ならびに高専の

国際化に資する取り組みとして参加校を募集するものです。 

つきましては、TJ-SSF2023 に参加する研究プロジェクトチーム（指導教員 1 名、学生

2 名で構成）を下記のとおり募集いたします。 

 

記 

 

１． プログラム実施日程 

TJ-SSF：2023 年 12 月 18 日（月）～12 月 25 日（月） 

（6 泊 8 日・1 泊は機内泊）※18 日（月）、25 日（月）は移動日 

 

※詳細は下記 URL を参照願います。 

https://tjssf2023.pcshsloei.ac.th/ 

 

２．主催者 

  タイ教育省基礎教育委員会（Office of the Basic Education Commission (OBEC), 

Ministry of Education, Thailand） 

※日本国際協力機構（JICA）支援 

 

３．開催地 

  タイ王国PCSHSルーイ校（Princess Chulabhorn Science High School Loei: Chiang Khan 

District, Loei 42110 Thailand） 

   

４．募集プロジェクトチーム数 

2 チーム ※チームは、指導教員 1 名、本科 1－3 年生 2 名の計 3 名で構成 

 

５．プロジェクト分野 

Physics, Chemistry, Biology, Mathematics, Computer Science の 5 分野 

 

６．参加費 

(1) 学  生： 約１６０，０００円（予定）※本人負担 

日本国内移動費、日本～タイ（*現地最寄り空港）航空運賃 

タイ国内航空運賃 

(2) 指導教員： 同上 ※本校負担（タイ留学生受入れ事業予算） 

 



 ※学生・引率教員共、タイ国内交通費（ルーイにおける交通費）、宿泊費（教職員はホ 

テル、学生は PCSHS Loei 校の学生寮に宿泊予定）、および滞在期間中の食費は、タイ教 

育省の負担となります。 

 

※航空便の手配は本校にて行います。参加確定後にキャンセルする場合、航空券代の 

払い戻しについては、航空会社の規則に従います。 

※年末実施のため、航空運賃が高騰する可能性があります。 
※新型コロナウイルス感染症への対応として、追加費用（国内宿泊費、PCR 検査費等）が 
発生する可能性があります。 

   ※パスポートの取得代、海外旅行保険、自宅から空港までの交通費、国内滞在費、食費、 
その他個人的な費用等は別途負担となります。 
 

７．支援金 

  渡航回数、またはその他条件を設け、支援金を支給しています。 

１．海外での研究発表支援として、津山ロータリークラブより最大２万円を支援します。 

（当該年度の研究発表参加学生の人数によって、人数割りとなります。） 

２．その他支援制度等詳細については、別途案内します。 

 

８．応募方法及び締切 

 指導教員が下記 URL からご応募ください。 

  URL：https://forms.office.com/r/BLcbFEXh3h（Microsoft Forms） 

締 切：令和５年６月１９日（月）１７：００まで 

※学生については、応募用紙と健康調査票をダウンロードし、本紙を学生課教務係まで 

提出してください。 

※応募者多数の場合は、別途面接等で決定します。 

 

９．今後のスケジュール 

  ※TJ-SSF2023 Web サイト（https://tjssf2023.pcshsloei.ac.th/）より抜粋。 

  ※今後予定が変更となる可能性があります。 

  ※(1)～(8)すべて、指導教員方で対応をお願いします。 

※下記の(2)以降は、派遣決定後、Web 上にて登録等を行ってください。 

(1) 令和 5 年 6 月 19 日   プロジェクトチーム募集学内締め切り 

(2) 令和 5 年 6 月 30 日   TJ-SSF Web 参加登録締め切り 

(3) 令和 5 年 7 月 31 日  Abstract 提出締め切り （7 月 1 日から提出可） 

(4) 令和 5 年 8 月 1 日  Abstract の受諾 

(5) 令和 5 年 8 月 15 日  確認期限 

(6) 令和 5 年 8 月 31 日  Poster 及 Video Clip の提出締め切り（8 月 1 日から提出可） 

(7) 令和 5 年 9 月 30 日  Oral 及び Poster 発表の選考（9 月 1 日から） 

(8) 令和 5 年 10 月 31 日  Full Paper 提出締め切り（10 月 1 日から提出可） 

 

１０．備考 

・参加学生は、授業期間中であることから公欠届の提出が必要です。成績や出席の状況に 

よっては参加が認められない場合があります。 

 ・指導教員は、TJ-SSF2023 当日の引率及び教員情報交換会へ参加をお願いします。 

・参加にあたり学生は、危機管理講習等事前事後学習への参加が必須です。また、翌年度開 

催する海外研修帰国報告会への参加も必須です。 

・タイ入国にあたり、「ワクチン接種証明書」及び「陰性証明書（英語）」は不要です。  

（２０２３年５月時点） 

・帰国時は、「ワクチン接種証明書（３回）」及び「出国する前７２時間以内に検査を受けた

https://tjssf2023.pcshsloei.ac.th/


陰性証明書」の提出は不要です。（２０２３年５月時点） 

・渡航先の治安及び感染症等の状況によって、本校または開催校が学生の安全を第一に考え、

本プログラムの中止・延期を決定した場合、本校または開催校の判断に基づく指示に速や

かに応じてください。その際に発生するすべての費用は、自己負担とします。 

・プログラムの開催場所が、外務省の危険情報及び感染症危険情報にて危険レベル１以上が

発令された場合は、本校と開催校が協議の上、実施の可否を判断します。 

本校または開催校が、本プログラムを実施すると判断した場合は、そのことについて、事

前に説明を受け、それを十分に理解した上で、研修に参加していただきます。 

本校または開催校が、本プログラムを中止・延期すると判断した場合、上記のとおり、本

校または開催校の判断に基づく指示に速やかに応じてください。その際に発生するすべて

の費用は、自己負担とします。 

 

・各国政府及び受入機関の今後の方針によっては、新型コロナワクチン接種を参加の条件 

とする場合があります。 

 

・以上のことを踏まえた上でお申し込みください。 

 

１１．問合せ先 津山高専学生課教務係  

TEL:０８６８-２４-８２３２ E-mail:kokusai@tsuyama-ct.ac.jp 

 

以上 

tel:０８６８-２４-


　（別紙１）

日付 時間 交通 備考

午後 国内線

夜～深夜 国際線

早朝 タクシー 宿泊先　→　バンコク　スワンナプーム国際空港　→　バンコク　ドンムアン空港

午前 国内線

夕方

12/20
（水）

終日 サイエンスフェア　　　宿泊先（ルーイ）

12/21
（木）

終日

12/22
（金）

終日

午前

午後 国内線

午前

午後 タクシー

深夜（機内泊） 国際線  バンコク　スワナプーム国際空港（22：50） 　→ 　羽田空港（06：30）12/25（月）着 

午前 国内線

伊丹空港 （14：00）→ 成田空港（15：25）

12/24
（日）

羽田空港　搭乗手続（9：00）　→　伊丹空港（10：10）

伊丹空港　解散

国際理解（タイ文化）

12/25
（月）

宿泊先　→　バンコク　ドンムアン空港　→　バンコクスワナプーム空港　搭乗手続

日タイ高校生サイエンスフェア（TJ-SSF2023）

日　　程 （案）

サイエンスフェア　　　宿泊先（ルーイ）

12/23
（土）

12/18
(月)

12/19
(火)

日　程

バンコク　ドンムアン空港　→　ルーイ空港

ルーイ空港　→　PCSHSルーイ校

サイエンスフェア　　　宿泊先（ルーイ）

PCSHSルーイ校　→　ルーイ空港

サイエンスフェア　　　宿泊先（ルーイ）

伊丹空港　集合

サイエンスフェア

ルーイ空港　　→　　バンコク　ドンムアイ空港　→　宿泊先（バンコク）

成田空港（18：40） → バンコク　スワナプーム国際空港（0：05） → 宿泊先


